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3.2.5 化学物策と環境 ･安全 (工業化学科 高月 紘 (環境保全セ ンター))

一一77-



工学倫理｢化学物質と環境保全｣ 担当 環境保全センタ- 高月

高分子学会 原稿 素描

｢酌始末｣を考える

京都大学環境保全センター 高月 紘

日頃､廃棄簡処理すなわち後始末の研究をしている立場からプラスチックごみについて

私見を述べてみたい♭

現在まで､ごみ処理の主体である各自治体は､プラスチックごみがもたらす様々な問嶺

に対 し高額な経費をかけてそれなりに技師的対応をしてきたが､ここに来て､ダイオキシ

ン問題や処理 ･処分施設の設置への反対運動などが噴出して､従来型のすべてのごみを混

合処理する方式は根本的に見直しを迫られることになり､その中であらためてプラスチッ

クごみ問題が問われることとなったD

すなわち､今 E工 現状のごみ処理体制を変えるため､容暑旨･包装リサイクル法や家'rb:リ

サイクル法などが制定され､できるだけリサイクル しようとする方向-シフ トしつつある

のであるが､ごみを分別 したもののプラスチックごみの場合､あまりにも多種多様でかつ

混合使用されているため､いざリサイクルしようとしても行き場がなかなか見つからない

のである.

そんな訳で､プラスチックごみは従来型のごみ処理でもリサイクルでも後始末的対応だ

けでは､どうしても限界があり造る段階からの対応が求められるのであるOいわゆる製品

アセスメン トと言 う前始末的対応が必要なのである｡

プラスチック製品をアセスメン トする場合､リサイクル性を配慮してできるだけ均一な

材7FEに統一することや有宰物質を含まないことはもとより､焼却時や埋立時の環境影響も

充分評価 しておく必要がある｡過去にも実額霊レベルでは油化をはじめ様々なリサイクル

技術は開発されたが実用化が進まなかったの.'j:､そもそも軸晶自体が後始末のことなどほ

とんど考慮されずに造られてきたものを無理やりリサイクルするため､回収や混合物を除

去するなどの前処理にコス トがかかりすぎたことが原因であったoLたがって､本当に リ

サイクルを考えた製品づくりとなると回収方法や前処零のことまで考えたシステムデザイ

ン的な発想が必要 となろうa また､リサイクルができてもリサイクルの過程で大きな環境

負荷を発生させるようではすぐれたリサイクルとは-=えないOやはり軌品やシステムは

LCA (ライフサイクルアセスメン ト)的に トータルの環境負荷で評価 されるべきものであ

る｡,その意味で､プラスチック製品は再使用や耐久性の向上なども視野に入れてアセスメ

ン トすべきであろう｡

さて､プラスチックごみに限らず摩畢肋間現をめぐる世界の動向はしだいに EPR(拡大

製造者常任)の考え方が定耕 しはじめている｡

特に､EUあたりでは 1予防原則 (未然防止) 2生産段階での対応 3個別対応 4汚

染者負担 を原則 とした摩乗物政策が次々と打ち出されてお り､その余碇はわが国の廃棄

物対策にも確実に及んできている｡ここで､1､2はまさに製品アセスメン トであり前始
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末の話である｡ 3の個別対応 とは容器 ･包装材､自動車､家電製品など製品ごとに処理シ

ステムを構築 して行(流れであり､4の汚染者負担では汚生者 として哨賢者に加え製造､

販売者にも大きな社会的辞任が求められることになってきたのである｡

このような流れの中で､プラスチックごみ問題を考えるとき､高分子化学の研究分野で

もこれまでのように､とにかく新しい機能を持ったプラスチックを開発 し.あとは誰かが

後始末のことを考えてくれるだろうの発想はこれからは許されないのではなかろうか､未

然防止の音味でも､安全性や環境影掛 こついては開発者楓にデータ竜供が盤額づけられる

ことなると思われるからであるb

ここまで､-(:;;分子分野の間貸者にとってはやや茸の痛い話ばかりを述べてきたが､長い

目で見れば､渚局は濃密に配慮 したケミス トリーが世の中に受け入れられることになるp

その意味で複始末より前始末をする方がすぐれたケミス トリーと思 うのであるがいかがで

あろうか｡

プラスチックの

すぐれた性質は､

廃棄物処理では

処理囲朗な性質

②

フ】ラスチック製品は

寄栖的には鉄より

多い

家電 リサイクル法

自動車リサイクル法
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LCA

製品アセスメント

シュレッダーダスト

豊島の不法校章帯件

紙のコーティング

古紙のリサイクル



rl-.ILニ.l'.'iJ川L'ほしいtL:-:･F的frガ1附 け価も75托FitていTL)そうです.

フロンガス

モントリオール議定:tj,i

特定フロンは製造禁止

代替フロンも2020には

製造禁止

化審法

pRTR法

化学物壬乍1850万種

日常で使われるものだけで

7-8万種

n■宜 B市Dすぎ昆増正Eもi‖3g9万ん シックハつコ正量gEZl抑万人とft吉亡rlてLlr庁,

r盟iEコ三?ワrJLFnJ細別 3)
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7レルギー患者

日本では3人に1人

シックハウス

ホルムアルデヒド

花粉症

桔花粉+大気汚染物田



FE-墳墓準

人体影響､生態影響.生態リスク

実質的安全jlfll;:i0~5- 10- も

リスクとベネフィット

制ガン臥 食品席加物

⑥

内分泌系かく乱物質

DDT,タイ オキシン､PCB

有機スス､アルキルフェノールなど

Ourstolenfuture

エス トロゲン､アンドロゲン

011pptの濃度で作用

作者陪:逆に言えば､｢原無頼Jとは人間か生み出し/=碍告･なのて3)ら.
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⑧

土壌微生物 :腐食連鎖

エコケミストリー

生態系との講和

iii伝子組み換え

予防化学



廉果物による胡坑fl粥を喧iJLEする(=めには上孟対照が不可欠です

ごみ中の容器包装材

容器包装リサイクル法

PETボ トルの評価

発生抑制 :レジ袋の例

便利さ､快適さの罰倒

上流対策

リサイクル性

有害物門を含まない

長寿命性

省流源

洋瞥社 主て け -/ステーJクelF.市皿 の1=FliI

rl-｢iI Et 中生克L=む.はやi戒現生望小丘を萌JLTらち･.､PJい fJのです.
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ISO (国際標準化機構)

環境マネージメントシステム

企英の社会的Lili･任

情報開示､説明-17任

技術者倫理


